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　 　 【 請 求 項 １ 】
　 配 線 と 、 こ の 配 線 の 少 な く と も 一 面 に 接 し て 形 成 さ れ た 第 １ の
絶 縁 膜 と 、 こ の 第 １ の 絶 縁 膜 上 に 接 し て 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 よ り も ヤ ン グ 率 の 高
い 第 ２ の 絶 縁 膜 と を 具 備 し て な る 半 導 体 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 配 線 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 及 び 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 の そ れ ぞ れ の 線 膨 張 係 数 を α M ， α s

， α h と し 、 そ れ ぞ れ の ヤ ン グ 率 を Ｅ M ， Ｅ s ， Ｅ h と し 、 そ れ ぞ れ の 膜 厚 を ｄ M ， ｄ s ， ｄ h

と し 、 前 記 配 線 を 構 成 す る 材 料 に よ り 定 ま る 係 数 を ｋ 1 ， ｋ 2 と し 、 ｄ I ＝ ｄ s ＋ ｄ h 、 Ｅ I ＝
（ ｄ s Ｅ s ＋ ｄ h Ｅ h ） ／ ｄ I 、 α I ＝ （ ｄ s α s ＋ ｄ h α h ） ／ ｄ I と 定 義 し 、 前 記 配 線 に 働 く 応
力 の 温 度 勾 配 を ｓ と す る と 、 前 記 配 線 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 は 、
【 数 １ 】
　
　
　
　
　 の 条 件 を 満 た す こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】
　

　

【 数 ２ 】

第 １ の 層 間 絶 縁 膜 で あ る

第 ２ の 層 間 絶 縁 膜 で あ る

Ｃ ｕ 配 線 か ら な る 配 線 と 、 こ の 配 線 の 少 な く と も 一 面 に 接 し て 形 成 さ れ た 第 １ の 絶 縁 膜
と 、 こ の 第 １ の 絶 縁 膜 上 に 接 し て 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 よ り も ヤ ン グ 率 の 高 い 第 ２
の 絶 縁 膜 と を 具 備 し て な る 半 導 体 装 置 で あ っ て 、

前 記 配 線 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 及 び 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 の そ れ ぞ れ の 線 膨 張 係 数 を α M ， α s

， α h と し 、 そ れ ぞ れ の ヤ ン グ 率 を Ｅ M ， Ｅ s ， Ｅ h と し 、 そ れ ぞ れ の 膜 厚 を ｄ M ， ｄ s ， ｄ h

と し 、 ｄ I ＝ ｄ s ＋ ｄ h 、 Ｅ I ＝ （ ｄ s Ｅ s ＋ ｄ h Ｅ h ） ／ ｄ I 、 α I ＝ （ ｄ s α s ＋ ｄ h α h ） ／ ｄ I

と 定 義 し 、 前 記 配 線 に 働 く 応 力 の 温 度 勾 配 を ｓ と す る と 、 前 記 配 線 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 は 、



　
　
　
　
　
　 　 【 請 求 項 ３ 】
　

　

【 数 ３ 】
　
　
　
　
　
　 　 【 請 求 項 ４ 】
　

　

　

　

【 数 ４ 】
　
　
　
　
　
　 　 【 請 求 項 ５ 】
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の 条 件 を 満 た す こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。

配 線 と 、 こ の 配 線 の 底 面 に 接 し て 形 成 さ れ た 第 １ の 絶 縁 膜 と 、 こ の 第 １ の 絶 縁 膜 上 に 接
し て 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 よ り も ヤ ン グ 率 の 高 い 第 ２ の 絶 縁 膜 と を 具 備 し て な る 半
導 体 装 置 で あ っ て 、

前 記 配 線 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 及 び 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 の そ れ ぞ れ の 線 膨 張 係 数 を α M ， α s

， α h と し 、 そ れ ぞ れ の ヤ ン グ 率 を Ｅ M ， Ｅ s ， Ｅ h と し 、 そ れ ぞ れ の 膜 厚 を ｄ M ， ｄ s ， ｄ h

と し 、 前 記 配 線 を 構 成 す る 材 料 に よ り 定 ま る 係 数 を ｋ 1 ， ｋ 2 と し 、 ｄ I ＝ ｄ s ＋ ｄ h 、 Ｅ I ＝
（ ｄ s Ｅ s ＋ ｄ h Ｅ h ） ／ ｄ I 、 α I ＝ （ ｄ s α s ＋ ｄ h α h ） ／ ｄ I と 定 義 し 、 前 記 配 線 に 働 く 応
力 の 温 度 勾 配 を ｓ と す る と 、 前 記 配 線 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 は 、

の 条 件 を 満 た す こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。

配 線 材 料 で 形 成 さ れ た 主 構 成 部 と 、 こ の 主 構 成 部 の 上 面 及 び 下 面 の 少 な く と も 一 方 に 接
し て 形 成 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 導 電 層 と を 含 む 配 線 と 、

こ の 配 線 の 少 な く と も 一 面 に 接 し て 形 成 さ れ た 第 １ の 層 間 絶 縁 膜 で あ る 第 １ の 絶 縁 膜 と
、

こ の 第 １ の 絶 縁 膜 上 に 接 し て 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 よ り も ヤ ン グ 率 の 高 い 第 ２ の
層 間 絶 縁 膜 で あ る 第 ２ の 絶 縁 膜 と を 具 備 し て な る 半 導 体 装 置 で あ っ て 、

前 記 配 線 の 主 構 成 部 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 及 び 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 の そ れ ぞ れ の 線 膨 張 係 数
を α M ， α s ， α h と し 、 そ れ ぞ れ の ヤ ン グ 率 を Ｅ M ， Ｅ s ， Ｅ h と し 、 前 記 配 線 、 前 記 第 １ の
絶 縁 膜 及 び 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 の 膜 厚 を ｄ M ， ｄ s ， ｄ h と し 、 前 記 配 線 材 料 に よ り 定 ま る 係
数 を ｋ 1 ， ｋ 2 と し 、 ｄ I ＝ ｄ s ＋ ｄ h 、 Ｅ I ＝ （ ｄ s Ｅ s ＋ ｄ h Ｅ h ） ／ ｄ I 、 α I ＝ （ ｄ s α s ＋ ｄ

h α h ） ／ ｄ I と 定 義 し 、 前 記 配 線 に 働 く 応 力 の 温 度 勾 配 を ｓ と す る と 、 前 記 配 線 、 前 記 第
１ の 絶 縁 膜 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 は 、

の 条 件 を 満 た す こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。

Ｃ ｕ か ら な る 主 構 成 部 と 、 こ の 主 構 成 部 の 上 面 及 び 下 面 の 少 な く と も 一 方 に 接 し て 形 成
さ れ た 少 な く と も 一 つ の 導 電 層 と を 含 む 配 線 と 、

こ の 配 線 の 少 な く と も 一 面 に 接 し て 形 成 さ れ た 第 １ の 絶 縁 膜 と 、
こ の 第 １ の 絶 縁 膜 上 に 接 し て 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 よ り も ヤ ン グ 率 の 高 い 第 ２ の

絶 縁 膜 と を 具 備 し て な る 半 導 体 装 置 で あ っ て 、
前 記 配 線 の 主 構 成 部 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 及 び 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 の そ れ ぞ れ の 線 膨 張 係 数

を α M ， α s ， α h と し 、 そ れ ぞ れ の ヤ ン グ 率 を Ｅ M ， Ｅ s ， Ｅ h と し 、 前 記 配 線 、 前 記 第 １ の
絶 縁 膜 及 び 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 の 膜 厚 を ｄ M ， ｄ s ， ｄ h と し 、 ｄ I ＝ ｄ s ＋ ｄ h 、 Ｅ I ＝ （ ｄ s Ｅ

s ＋ ｄ h Ｅ h ） ／ ｄ I 、 α I ＝ （ ｄ s α s ＋ ｄ h α h ） ／ ｄ I と 定 義 し 、 前 記 配 線 に 働 く 応 力 の 温 度
勾 配 を ｓ と す る と 、 前 記 配 線 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 は 、



【 数 ５ 】
　
　
　
　
　
　 　 【 請 求 項 ６ 】
　

　
　

　

【 数 ６ 】
　
　
　
　
　
　 　 【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 は ヤ ン グ 率 が １ ５ Ｇ Ｐ ａ 以 下 の 材 料 に よ り 形 成 さ れ 、 前 記 第 ２ の 絶 縁
膜 は ヤ ン グ 率 が １ ５ Ｇ Ｐ ａ 材 料 に よ り 形 成 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る

に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 は 、 異 な る 材 料 か ら な る 積 層 膜 で あ り 、 前 記 配 線 側 か ら 数 え て ｉ 番 目
の 絶 縁 膜 の 膜 厚 を ｄ s i 、 ヤ ン グ 率 を Ｅ s i 、 線 膨 張 係 数 を α s i と す る と 、
【 数 ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 で 表 さ れ る こ と を 特 徴 と す る に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ の 膜 は 、 有 機 材 料 を 含 む 酸 化 シ リ コ ン を 主 成 分 と す る 膜 を 少 な く と も １ 層
有 す る こ と を 特 徴 と す る に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
　 　 【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 有 機 材 料 は 、 メ チ ル 基 を 主 成 分 と す る こ と を 特 徴 と す る に 記 載 の 半 導 体 装
置 。
　 　 【 請 求 項 １ １ 】
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の 条 件 を 満 た す こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。

配 線 材 料 で 形 成 さ れ た 主 構 成 部 と 、 こ の 主 構 成 部 の 上 面 及 び 下 面 の 少 な く と も 一 方 に 接
し て 形 成 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 導 電 層 と を 含 む 配 線 と 、

こ の 配 線 の 下 面 に 接 し て 形 成 さ れ た 第 １ の 絶 縁 膜 と 、
こ の 第 １ の 絶 縁 膜 上 に 接 し て 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 よ り も ヤ ン グ 率 の 高 い 第 ２ の

絶 縁 膜 と を 具 備 し て な る 半 導 体 装 置 で あ っ て 、
前 記 配 線 の 主 構 成 部 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 及 び 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 の そ れ ぞ れ の 線 膨 張 係 数

を α M ， α s ， α h と し 、 そ れ ぞ れ の ヤ ン グ 率 を Ｅ M ， Ｅ s ， Ｅ h と し 、 前 記 配 線 、 前 記 第 １ の
絶 縁 膜 及 び 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 の 膜 厚 を ｄ M ， ｄ s ， ｄ h と し 、 前 記 配 線 材 料 に よ り 定 ま る 係
数 を ｋ 1 ， ｋ 2 と し 、 ｄ I ＝ ｄ s ＋ ｄ h 、 Ｅ I ＝ （ ｄ s Ｅ s ＋ ｄ h Ｅ h ） ／ ｄ I 、 α I ＝ （ ｄ s α s ＋ ｄ

h α h ） ／ ｄ I と 定 義 し 、 前 記 配 線 に 働 く 応 力 の 温 度 勾 配 を ｓ と す る と 、 前 記 配 線 、 前 記 第
１ の 絶 縁 膜 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 は 、

の 条 件 を 満 た す こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。

よ り 大 の 請 求 項 １
乃 至 ６ の い ず れ か

請 求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か

絶 縁
請 求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か

請 求 項 ９



　
　
　

　 　 【 請 求 項 １ ２ 】
　
　
　

　 　 【 請 求 項 １ ３ 】
　
　
　

　
　
　

　 　 【 請 求 項 １ ４ 】
　
　
　

　
　
　

　 　 【 請 求 項 １ ５ 】
　
　
　

　
　
　

　

　 　 【 請 求 項 １ ６ 】
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前 記 半 導 体 装 置 は さ ら に 基 板 を 有 し 、
こ の 基 板 の 主 面 上 に 少 な く と も 絶 縁 層 を 介 し て 前 記 配 線 が 形 成 さ れ 、
前 記 第 １ の 絶 縁 膜 は 、 前 記 配 線 の 上 面 又 は 下 面 に 接 し て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す

る 請 求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か に 記 載 の 半 導 体 装 置 。

前 記 半 導 体 装 置 は さ ら に 基 板 を 有 し 、
こ の 基 板 の 主 面 上 に 少 な く と も 絶 縁 層 を 介 し て 前 記 配 線 が 形 成 さ れ 、
前 記 第 １ の 絶 縁 膜 は 、 前 記 配 線 の 上 面 又 は 下 面 及 び 側 面 に 接 し て 形 成 さ れ て い る こ と を

特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か に 記 載 の 半 導 体 装 置 。

前 記 半 導 体 装 置 は さ ら に 基 板 を 有 し 、
こ の 基 板 の 主 面 上 に 少 な く と も 絶 縁 層 を 介 し て 前 記 配 線 が 形 成 さ れ 、
前 記 配 線 は 前 記 基 板 の 主 面 上 で あ っ て 互 い に 異 な る 層 に 形 成 さ れ た 第 １ の 配 線 及 び 第 ２

の 配 線 か ら な り 、
前 記 第 １ の 絶 縁 膜 は 前 記 第 １ の 配 線 の 側 面 に 形 成 さ れ 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 は 前 記 第 １ の 配 線 と 前 記 第 ２ の 配 線 と の 間 に 形 成 さ れ 、
前 記 第 １ の 配 線 の 線 膨 張 係 数 は α M 、 ヤ ン グ 率 は Ｅ M 、 膜 厚 は ｄ M で あ り 、 前 記 第 １ の 配

線 を 構 成 す る 材 料 に よ り 係 数 ｋ 1 及 び ｋ 2 が 定 ま る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導
体 装 置 。

前 記 半 導 体 装 置 は さ ら に 基 板 を 有 し 、
こ の 基 板 の 主 面 上 に 少 な く と も 絶 縁 層 を 介 し て 前 記 配 線 が 形 成 さ れ 、
前 記 配 線 は 前 記 基 板 の 主 面 上 で あ っ て 互 い に 異 な る 層 に 形 成 さ れ た 第 １ の 配 線 及 び 第 ２

の 配 線 か ら な り 、
前 記 第 １ の 絶 縁 膜 は 前 記 第 １ の 配 線 の 側 面 に 形 成 さ れ 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 は 前 記 第 １ の 配 線 と 前 記 第 ２ の 配 線 と の 間 に 形 成 さ れ 、
前 記 第 １ の 配 線 の 主 構 成 部 の 線 膨 張 係 数 は α M 、 ヤ ン グ 率 は Ｅ M 、 前 記 第 １ の 配 線 の 膜 厚

は ｄ M で あ り 、 前 記 第 １ の 配 線 の 主 構 成 部 を 形 成 す る 配 線 材 料 に よ り 係 数 ｋ 1 及 び ｋ 2 が 定
ま る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。

前 記 半 導 体 装 置 は さ ら に 基 板 を 有 し 、
こ の 基 板 の 主 面 上 に 少 な く と も 絶 縁 層 を 介 し て 前 記 配 線 が 形 成 さ れ 、
前 記 配 線 は 前 記 基 板 の 主 面 上 で あ っ て 互 い に 異 な る 層 に 形 成 さ れ た 第 １ の 配 線 及 び 第 ２

の 配 線 か ら な り 、
前 記 第 １ の 絶 縁 膜 は 前 記 第 １ の 配 線 の 側 面 に 形 成 さ れ 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 は 前 記 第 １ の 配 線 と 前 記 第 ２ の 配 線 と の 間 に 形 成 さ れ 、
前 記 第 １ の 配 線 の 線 膨 張 係 数 は α M 、 ヤ ン グ 率 は Ｅ M 、 膜 厚 は ｄ M で あ り 、 前 記 第 １ の 配

線 を 構 成 す る 材 料 に よ り 係 数 ｋ 1 及 び ｋ 2 が 定 ま り 、
前 記 第 １ の 絶 縁 膜 は ヤ ン グ 率 が １ ５ Ｇ Ｐ ａ 以 下 の 材 料 に よ り 形 成 さ れ 、 前 記 第 ２ の 絶 縁

膜 は ヤ ン グ 率 が １ ５ Ｇ Ｐ ａ よ り 大 の 材 料 に よ り 形 成 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の 半 導 体 装 置 。

前 記 半 導 体 装 置 は さ ら に 基 板 を 有 し 、
こ の 基 板 の 主 面 上 に 少 な く と も 絶 縁 層 を 介 し て 前 記 配 線 が 形 成 さ れ 、
前 記 配 線 は 前 記 基 板 の 主 面 上 で あ っ て 互 い に 異 な る 層 に 形 成 さ れ た 第 １ の 配 線 及 び 第 ２

の 配 線 か ら な り 、
前 記 第 １ の 絶 縁 膜 は 前 記 第 １ の 配 線 の 側 面 に 形 成 さ れ 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 は 前 記 第 １ の 配 線 と 前 記 第 ２ の 配 線 と の 間 に 形 成 さ れ 、
前 記 第 １ の 配 線 の 主 構 成 部 の 線 膨 張 係 数 は α M 、 ヤ ン グ 率 は Ｅ M 、 前 記 第 １ の 配 線 の 膜 厚

は ｄ M で あ り 、 前 記 第 １ の 配 線 の 主 構 成 部 を 形 成 す る 配 線 材 料 に よ り 係 数 ｋ 1 及 び ｋ 2 が 定



　

　 　 【 請 求 項 １ ７ 】
　

　 　 【 請 求 項 １ ８ 】

　 　 【 請 求 項 １ ９ 】
　

　 　 【 請 求 項 ２ ０ 】
　

　 　 【 請 求 項 ２ １ 】
　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 数 ８ 】
　
　
　
　
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 数 ９ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
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ま り 、
前 記 第 １ の 絶 縁 膜 は ヤ ン グ 率 が １ ５ Ｇ Ｐ ａ 以 下 の 材 料 に よ り 形 成 さ れ 、 前 記 第 ２ の 絶 縁

膜 は ヤ ン グ 率 が １ ５ Ｇ Ｐ ａ よ り 大 の 材 料 に よ り 形 成 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４
に 記 載 の 半 導 体 装 置 。

前 記 配 線 は Ａ ｌ か ら な り 、 前 記 係 数 ｋ 1 は １ 、 前 記 係 数 ｋ 2 は １ × １ ０ - 3 で あ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ３ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。

　 前 記 配 線 材 料 は Ａ ｌ か ら な り 、 前 記 係 数 ｋ 1 は １ 、 前 記 係 数 ｋ 2 は １ × １ ０ - 3 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 又 は ６ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。

前 記 配 線 は Ｃ ｕ か ら な り 、 前 記 係 数 ｋ 1 は １ ． ２ 、 前 記 係 数 ｋ 2 は １ × １ ０ - 3 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ３ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。

前 記 配 線 材 料 は Ｃ ｕ か ら な り 、 前 記 係 数 ｋ 1 は １ ． ２ 、 前 記 係 数 ｋ 2 は １ × １ ０ - 3 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 又 は ６ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。

前 記 第 １ の 絶 縁 膜 は 、 前 記 配 線 の 下 面 に 接 し て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
２ 又 は ５ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。



【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 数 １ ０ 】
　
　
　
　
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 数 １ １ 】
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